
 

 

様式第五十の二（第４８条第６項関係） 

 

認定事業適応計画の（中間）実施状況の概要の公表 

（令和５年度分） 

 

 

  １．認定の日付 

    令和４年７月２８日 

  ２．認定事業適応事業者の名称 

    福岡ソフトバンクホークス株式会社 

  ３．認定事業適応計画の実施期間 

    令和４年 7 月～令和９年２月 

４．認定事業適応計画の実施状況 

 （１）事業適応計画に係る事業の目標の達成状況 

福岡ソフトバンクホークス株式会社は、本計画において新型コロナウィルスの影響により大幅

に減少した売上・観客数の回復を最優先課題として、人々が応援したくなる魅力的なチーム作り、

新しい体験価値の提供を実現する施設・体制作り、SDGsの観点からファンに愛される企業となる

べく、最先端の技術・システムを活用した設備投資、カーボンニュートラルへの実現に積極的に

取り組み、大きく落ち込んだ経営状況を立て直し、みずほ PayPayドームや BOSS E・ZO FUKUOKA

への来場促進を図ることで全社業績の V字回復を目指すとともに、魅力あるエンターテインメン

ト施設へと昇華させることを目標としている。 

令和５年度においては、新たな飲食テナントの展開、チーム強化を目指す設備・機器・システ

ム導入、4軍制導入に伴う投資、ビジョン及び付帯設備に関連する投資等を実施した。 

 

（２）生産性を相当程度向上させること又はその生産し、若しくは販売する商品若しくは提供す

る役務に係る新たな需要を相当程度開拓することを示す目標の達成状況 

基準年度（令和４年２月期）に比較し、令和６年２月期において EBITDAマージンが 4.7％減少

した。 

 

（３）財務内容の健全性の向上を示す目標の達成状況 

財務内容の健全性の向上指標については、有利子負債／CFが 38.1倍となり、経常収支比率が

111.3％となった。 

 

（４）実施した事業適応計画の内容 

令和５年度において事業適応計画の認定申請書別表 2-1に記載の投資の一部を行った。具体的

には、新たな飲食テナントの展開、チーム強化を目指す設備・機器・システム導入、4軍制導入に

伴う投資、ビジョン及び付帯設備に関連する投資等であるが、本計画の取組による新規売上高の

全売上高に占める割合は 0.4％となった。 


